
令和６年度 第１回 中郡小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時  令和６年４月３０日（火） １０時００分から１２時００分まで 

２ 開催場所  中郡小学校 学習室 

３ 出席委員  本間 義章、髙井 昭、村木 文𠮷、村木 富代、河合 洋子、村松 康乃、小杉 国宏、 

松本 英也 

４ 欠席委員  なし 

５ オブザーバー  小池 誠（積志協働センター主事） 

６ 学校支援コーディネーター 鈴木 尚子 

７ 学   校  渥美 公恵（校長）、佐藤 佳史（教頭）、岡元 まり（ＣＳディレクター）   

８ 教育委員会  井島 健蔵（教育総務課） 

９ 傍 聴 者  なし 

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 岡元 まり 

11 議長の選出   

司会から、議長の選出について意見を求めたところ、会長を推挙する旨の発言があり、全員異議

なくこれを承認した。 

12 協議事項 

（１） 学校運営の基本方針について 

・グランドデザインについて 

・いじめ防止基本方針について     

（２）令和６年度学校運営協議会について 

（３）夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）について 

13 連 絡  

 ・令和６年度学校支援について（学校支援コーディネーター） 

・学校運営協議会の開催日時について 

14 会議記録 

  司会の教頭から、委員総数８人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議は成立

している旨の報告があった。また、会議録作成のため録音する旨の報告があり、全員異議なくこれ

を承認した。 

（１） 学校運営の基本方針について 

〇校長から、グランドデザインを基に学校運営の基本方針について説明があり、共通理解の上

全員異議なくこれを承認した。 

〇校長から、いじめ防止基本方針について、いじめの認知や解決についての説明といじめの未 

然防止への取り組みがグランドデザインにも組み込まれている旨の説明があった。 

松本委員：上の子の在籍から 15年、BE A HEROの活動からだんだんと責任感が出てきているよ

うに思う。 

髙井委員：PTA総会ではいじめ防止の話はあるのか。 

松本委員：書面開催ということもあり、特に話は出ていない。 

    髙井委員：BE A HEROは中学校から小学校へと繋がったものである。 

    本間委員：この地域では浸透していると考えられる。 

    村木文委員：集団登校の際、わざと集団から外れる子がいる。声掛けが大事だと思う。 

    本間委員：旗振りの人数や場所、見守りボランティアの数の把握ができるとよい。 

    髙井委員：PTAが行っている旗振りでは、保護者と地域が連携できるようになればよいと思う。 



    本間委員：家庭と地域がお互いに助け合いながら見守りができるようにしたい。 

  （２）令和６年度学校運営協議会について 

本間委員：サポーターの活動と先生方の本音の声を聞きたい。 

学）カッターやミシンの授業ではケガが減り、作品が時間内に仕上がっている。地域を

知る活動では、計画段階から参加してもらったことで、有意義な学区探検となった。

ハートフルなかごおりではサポーターの紹介をしており、サポーター募集を刷新し

たことで早速保護者の参加へとつながった。先生方は本当に助かっている。 

    本間委員：他校の運営協議会に参加している協働センターではどうだろうか。 

小池）協働センターでは、運営協議会のスペースを作って各校の掲示をしている。 

       学）地域の方の熱い思いが発達段階によっては子供たちとの間に温度差が出てしまう。 

髙井委員：このぐらいの時間でこんな内容をというように事前に打ち合わせができればよいの

ではないか。 

本間委員：米つくりは今年もやるのか。  

       学）総合的な学習ではやりたい内容が必ずしも米つくりではないが、授業ではなくても

いいのかもと考えている。 

髙井委員：昨年の経験を６年生が教える等、何かの形にできるとよい。 

村木文委員：準備はしている。 

本間委員：今年度の目標についてはサポーターのレベルアップを考えている。地域ごとのサポ

ーターの一覧がほしい。 

村木富委員：支援級にはどう関わることでできるのかと思う。 

   学）何かあった場合には人手がほしいが、いろいろとむずかしい。  

河合委員：何かあった場合に同じ部屋の中にいて対応ができればいいのかなと思う。 

本間委員：今年度の目標のもうひとつに「防災」をあげたいがどうだろうか。 

河合委員：震災から時間が経っていない今やっておくのは大事。自治会によって温度差がある

が、引き渡し訓練を地域と一緒にやる等いろいろな方法はあると思う。 

    村木文委員：通学路のブロック塀や大雨時の危険な場所の確認が必要だと思う。 

    河合委員：ブロック塀は一気に倒れるので危険。お宮の鳥居も危ない。 

       学）通学路の確認は学校でも必要なことだと思っている。調べるときに地域でも一緒に

行ってもらえればありがたい。 

    小杉委員：危険な場所の確認は市としてはやっていないのだろうか。 

    本間委員：自治会でも一緒に話ができるとよい。 

        村松委員：サポートの事前の打ち合わせや事後に話をする機会があるとよい。 

    本間委員：「どこでもポリス」というアプリでは実際の事案を知ることができる。 

    髙井委員：委員の任期について、いずれ委員の総入れ替えの可能性があるが、また一からやり 

直しになるのではないか。 

    教育総務課：コーディネーターの任期は改正されている。 

  （３）夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）について 

〇教頭から、今年度の予算ではサポートしてくださる方を明確に認識できるように、サポータ

ー用のベストやタスキを作りたいと考えていると説明があった。 

  （４）連絡 

    〇学校運営協議会の開催予定について 

第２回 ６月１８日（火）午前 授業参観あり 

〇積志協働センターでボランティア育成講座が 7月末頃に行われる予定 


